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狭山差別裁判糾弾、石川一雄さんは無実だ！ 

2.20  

狭山事件の再審を求める 
東京集会 

台東区民会館に 294 名 

  

２月 20 日、台東区民会館ホールにて、狭山

東京実行委員会主催の標記集会が開催され、

294 名が結集しました。同実行委員会の長谷川

議長のあいさつに続き、石川一雄さん・早智

子さんが力強く闘う決意を表明しました。 

 中山武敏主任弁護士から三者協議と証拠開

示の状況、今後の動向について報告がされま

した。 

 「無実のゴビンダさんを支える会」から報

告と連帯の表明があり、その後都内各地から

の闘いの報告、決意が表明され、集会決議を

確認しました。 

 

狭山事件の再審開始を求める決議 

 狭山事件の発生から 50 年目を迎えた今年、

再審を求めるたたかいは、まさに最大の山場

に入りました。再審請求を審理している東京

高等裁判所刑事第４部は、2009 年から東京高

等検察庁、狭山弁護団と協議する「三者協議」

を続けてきましたが、この三者協議がいよい

よ大づめを迎えています。 

 これまでに 12 回行われた三者協議の中で、

裁判所は検察に対して「狭山事件の未開示の

証拠を開示するよう」勧告を出しました。こ

れにしたがって東京高検は全部で 100 点を越

える証拠を開示しています。しかし、決定的

な証拠として裁判所が注目していた、「殺害

現場とされる雑木林の血痕反応検査報告書」

などは、「不見当（ふけんとう、見当たらな

い）」などとして、未だに開示していません。

さらにここに来て検察は、「これ以上の証拠

開示は必要ない。三者協議もこれ以上やる意

味がない」などと言い出しています。 

 長い間具体的な動きがなかった狭山再審の

たたかいにおいて、ついに私たちは裁判所を

動かし、三者協議を開始させ、検察に数次の

証拠開示をさせることに成功しました。これ

は 100 万人を上回る署名の数に示されるよう

に、狭山再審を求めるたたかいが世論の支持

をえてきた証拠であり、再審実現に向けた実

に大きな一歩です。しかし、検察が再審開始

に徹底的に抵抗する姿勢を示している今、間

違いなく狭山事件をめぐるたたかいは大づめ

を迎えていると考えねばなりません。 

 今こそ東京高裁は、弁護団が提出した新証

拠の「事実調べ」にふみ切り、再審開始に向

けて動き始めるべきです。 

 今年、2013 年は狭山事件発生から丁度 50

年です。これ以上の時間の経過は許されませ

ん。私たちは、この 2013 年のたたかいをあら

ゆる差別の撤廃と、基本的人権の確立をめざ

したたたかいとして取り組みます。そして、

必ず 2013 年こそ、再審開始と完全無罪を勝ち

取ります。 

 以上決議する。 

2013 年２月 20 日 

狭山事件の再審を求める東京集会 

 

4 月 24 日 

 狭山事件の再審を求める 

東京西北地区集会 

 本年こそ最大の山場として再審実現と無罪

判決を求め、各地域の集会・学習会が取り組

まれています。 

 現在、西北地区で実行委員会が結成され、

狭山東京実行委員会と部落解放同盟東京都連

との共催で西北集会の準備が進んでいます。 

  

 集会日時  ４月 24 日（水）18:30 から 

 場  所  野方区民ホール  

中野区野方 5-3-1 

（野方 WIZ 地下 2 階） 

西武新宿線野方駅南口から徒歩 3 分  

03-3310-3861  

 

 

台東集会も開催 

 集会日時  ４月 23 日（火）18:30 から 

 場  所  台東区民会館８階第３会議室 
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3.9「つながろうフクシマ！ 

さようなら原発大集会」
 

明治公園に１万５千人が参加 

 

 

2011 年３月 11 日の東日本大震災・東京電力

福島第１原発事故から２周年を前に、３月９

日、東京・明治公園で「さようなら原発１千

万署名市民の会」主催で、「つながろうフク

シマ！さようなら原発大集会」が開かれ、全

国から１万５千人が参加しました。 

 集会は二部形式で開かれ、第１部は日本音

楽協議会のオープニングライブを皮切りに、

脱原発に取り組む各団体や各地からリレート

ークが行われました。福島県葛尾村から避難

している小島力さんは村民による集団訴訟の

取り組みを、国際環境ＮＧＯＦｏＥ Ｊａｐ

ａｎの満田夏花さんは「原発ゼロの後退を許

すな」と訴え、原子力資料情報室の伴英幸さ

んも「原発再稼働をさせてなならない」と述

べ、毎週金曜日に官邸前デモをするＭｉｓａ

ｏ Ｒｅｄｗｏｌｆさんは「選挙結果はあっ

ても脱原発は国民の声だ」と語気を強めまし

た。日本消費者連盟の富山洋子さんは「安心

できる社会を次代へ」と語り、元山口県祝島

島民の花田恵美代さんは「海の埋め立てを許

さない」との祝島島民のメッセージを代読し

ました。 

 沖縄出身の金城吉春さんとアシビナーズの

歌と三線演奏をはさみ、各地からの訴えでは、

茨城・東海原発（大石光伸さん）、静岡・浜

岡原発（伊藤実さん）、青森・六カ所村再処

理工場（山田清彦さん）、北海道・泊原発（小

野有五さん）について、それぞれの現状と取

り組み報告が行なわれました。福島からは、

双葉町の井戸川克隆・前町長と浪江町から避

難している柴口正武さんが避難者の立場から

「事故は全く収束していない」などと東京電

力と政府の対応を強く批判しました。 

 第二部は女優の木内みどりさんの司会で進

められ、最初に全員で黙とうを行った後、呼

びかけ人から４人が発言。鎌田慧さんは「原

発事故より経済が大事だという政治の動きが

あるが、私た

ちはそれを

許さない」と

指摘。大江健

三郎さんも

「福島原発

事故をなか

ったことにしようとする勢力と闘い、原発の

再稼働はさせない」と語り「今日のデモは最

後まで歩く」と決意を表明しました。落合恵

子さんは「原発を推進してきた自民党が政権

を取ったが、くじけずに行こう」と呼びかけ、

澤地久枝さんは「福島で被爆した人達は全て

国の責任で補償させよう」と訴えました。 

 早くから原発問題を訴えてきた作家の広瀬

隆さんは、地震発生や子どもたちの健康、生

態系のの異変など、原発事故による恐怖の実

態を指摘した後「原発を稼働させる方が多大

な金がかかるということをマスコミはきちん

と報道してほしい」と訴えました。また、集

会参加のために来日した韓国の環境団体「韓

国環境運動」の共同代表で「核なき世界のた

めの共同行動」のチェ・ヨル代表が、国際的

に連帯して脱原発をめざそうと呼びかけまし

た。 

 最後に福島から京都に避難している斎藤夕

香さんが「事

態の深刻さを

知らずに避難

をしていない

人も多い。多

くの人に伝え

ていきたい」

と述べ、「私たちのことを忘れないで、繋が

ってほしい」と訴えました。 

 集会後に、二つのコースに分かれて、「原

発はいらない」「政府は責任を取れ」「エネ

ルギー政策の転換を」「再稼働を許すな」な

どとシュプレヒコールを行い、横断幕やプラ

カードを持ち、沿道の人達に呼びかけながら

行進をしました。（原水禁報告） 
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安倍政権の暴走を許さず、平和と 

安全・安心を守るためにともに闘おう 

 

昨年末の衆議院選挙の勝利を背景に安倍政

権は、アベノミクスなる旧来型公共投資重視の

経済政策を展開し、その影響はさらなる国民生

活の格差拡大へと進もうとしています。また、

憲法改悪に向かって、着々とその準備を進めて

います。 

 ４．28「沖縄屈辱の日」に天皇を出席させる

「主権回復国際社会復帰記念の式典」を開催、

ＴＰＰ交渉参加の決定などその姿勢は一層明

確となっています。 

 以下、オスプレイの低空飛行訓練・夜間飛行

訓練実施に対する抗議声明と合わせて、３本の

「平和フォーラム見解」を掲載します。 

 

 

 

 

 

平和フォーラム見解 

２０１３年３月１３日 

 「主権回復国際社会復帰記念の式典」に関

する事務局長見解 
 

 ３月 12 日、政府主催の「主権回復国際社会復

帰記念の式典」を、1952 年の「サンフランシス

コ講和条約」が発効した４月 28日に合わせて

開催することを閣議決定しました。政府は「（敗

戦から）７年間の長い占領期間を知らない人が

増えている」「節目の日を記念し、わが国の国

際社会の平和と繁栄への貢献の意義を確認す

る」との理由を示しています。しかし、これま

で政府主催のこのような式典が開かれたこと

はなく、唐突に天皇・皇后までも巻き込む式典

を開催する理由とは考えられません。 
 
 「サンフランシスコ講和条約」は、そもそも

全面講和ではなく、ソビエト連邦（当時）やポ

ーランド、チェコスロヴァキア（当時）などの

国は調印していません。インドやビルマ（当時）、

中華人民共和国などは参加していません。それ

らの国との和平は先送りされました。 

 日本本土の米国の占領政策が終了する中、こ

の条約により「南西諸島や小笠原諸島を合衆国

の信託統治に置く」とされ、沖縄県民などはそ

の後長く米軍統治下に置かれ、苦難の生活を強

いられました。沖縄県民はこのような経過から、

４月 28 日を「屈辱の日」と呼んでいます。ま

た、戦前・戦中の植民地政策の中で、様々な形

で日本での生活を強いられた在日韓国朝鮮人

の問題もそのまま残されました。 
 
 政府は「沖縄の県民の苦難の歴史を忘れては

ならない」としました。現在沖縄は、辺野古新

基地建設、東村高江のヘリパット建設、普天間

基地へのオスプレイ強行配備などに県民が猛

烈に反発している。また、米軍関係者の犯罪も

絶えることなく「日米地位協定」の全面改定も

急務とされる。全く問題解決ができない中で、

沖縄県民の寄り添うような言葉だけでごまか

し、県民が「屈辱の日」と呼ぶ４月 28 日を祝

うことが許されるでしょうか。植民地支配を反

省することなく、在日韓国朝鮮人の生徒が通う

朝鮮学校を「高校無償化制度」の適用から排除

を政権誕生早々に実現させ、さらに河野談話を

否定し「近隣諸国条項」の廃止をもくろむ安倍

自民党政権のもとで、自らの「解放」だけを喜

ぶことが許されるでしょうか。 
 
 平和フォーラムは、唐突な「主権回復国際社

会復帰記念の式典」に反対するとともに、これ

らの課題の解決に政府が真剣に対応すること

を強く求めます。そのことが真の意味での国際

社会への日本の復帰につながり、日本全体で心

から主権回復を祝うことができると考えます。 

 
 

平和フォーラム見解 

２０１３年３月１５日 

政府の環太平洋戦略経済連携協定（ＴＰＰ）交

渉参加表明に対する声明 

 
 安倍晋三首相は３月１５日、環太平洋経済連

携協定（ＴＰＰ）交渉への参加を表明しました。

その理由として、「アジア太平洋地域の成長を

取り込む」「日本経済全体としてのプラス効果」
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「アメリカとの関係強化による安全保障、地域

の安定」などをあげ、「１日も早くルール作り

に参加する必要がある」としました。また、自

民党のＴＰＰ対策委員会は 14 日、コメなど農

林水産分野の重要５品目や国民皆保険制度な

どの「聖域」扱いを安倍首相に求めたものの、

「交渉に参加しなければ、国民生活の水準、国

際社会における地位を保つことができない」な

ど、事実上、交渉参加を容認しました。 

 平和フォーラムは、菅直人元首相が 2010 年

にＴＰＰ参加検討を表明して以来、ＴＰＰは食

料や農業、環境等に与える影響が大きいことな

どから、慎重な検討が必要であると指摘してき

ました。ＴＰＰは農業問題だけでなく、食の安

全、医療や公共サービス、労働、金融など、広

範な「社会的共通資本」に大きな打撃を与える

ことが予想されます。それらの規制の撤廃、全

面開放が行われれば、市場主義、競争原理が一

層激しさを増し、矛盾と格差の拡大をもたらし、

日本社会の有り様に重大な影響を及ぼすこと

が懸念されます。 

 さらに、日本の参加は、ＴＰＰ交渉を主導し

てきた米国の意向に沿うものであり、このこと

で「日米同盟」体制をより深化させ、経済にお

けるブロック化を強めるとともに、軍事面を含

めて、東アジアでの安全保障体制に影響を与え

ることも想定されます。 
 しかし、このような重要な問題について、こ

の間、十分な情報開示や国民的議論がほとんど

行われてきませんでした。特に自公政権下では

政府と国民との意見交換は一度も行われてい

ません。昨年からの米国との事前協議における、

自動車や保険、牛肉などの貿易問題での米国か

らの要求についても明確にされていません。今

後のＴＰＰ交渉においてはさらに、既存の参加

国間で既に合意した事項はすべての受け入れ

を求められます。 
 このような情勢の中で、政府が十分な情報を

開示せず、国民的議論を行うことなく、性急に

ＴＰＰ交渉への参加表明を行ったことに対し、

平和フォーラムは強く抗議し、その撤回を求め

ます。 
 また、自民党は先の衆議院総選挙時に、ＴＰ

Ｐに関して「食の安全・安心の基準を守る」「Ｉ

ＳＤ条項（投資家による国の訴訟権）は合意し

ない」「政府調達・金融サービス等はわが国の

特性を踏まえる」なども含めて公約としました。

そして、「聖域（死活的利益）の確保ができな

いと判断した場合は脱退も辞さないものとす

る」としています。 
 私たちは、今後、国内外の多くの団体と連携

して、政府やＴＰＰ交渉参加各国の動きを監視

し、農業・食料をはじめとして、国民生活に打

撃を与えるような協定に強く反対して運動を

進めます。 
 
 

平和フォーラム見解 

 
2013 年 3 月 5 日 

 垂直離着陸輸送機 MV-22 オスプレイの低

空飛行訓練・夜間飛行訓練実施への抗議声

明 

 
 在日米軍サルバトーレ・アンジェレラ司令官

は、２月 28 日の日本外国特派員協会での記者

会見で、沖縄県普天間基地に配備されている垂

直離着陸輸送機 MV-22 オスプレイの国内での訓

練実施を発表しました。遅れて、小野寺五典防

衛大臣も同日、配備済みオスプレイ 12 機のう

ち３機が、３月６日から８日にかけて山口県岩

国市の米軍岩国基地周辺において低空飛行訓

練・夜間飛行訓練を実施することを発表しまし

た。飛行訓練ルートについては、３月４日に九

州各県を飛行する通称イエロールートとされ

ました。直前の通知は、住民の安全を確保する

という各自治体の責任と主体性を無視した暴

挙と言えます。 

 平和フォーラムをはじめ多くの市民は、この

間一貫して墜落の危険性の高いオスプレイの

配備や飛行訓練の実施に反対してきました。日

米政府、米軍の訓練実施強行を許すことはでき

ません。 

 

 在日米軍は、これまで日本国内の７つの飛行

ルートで米空母艦載機などの低空飛行訓練を

実施してきました。多くの被害が報告されてい

るにもかかわらず、日本政府は通常の基地間移
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動などとしてその実態を野放しにしてきまし

た。1994 年には、オレンジルート下とされる高

知県早明浦ダム近くでＡ６イントルーダー攻

撃機が墜落、乗員２名が亡くなる事故が起きて

います。日本国内での米軍機の墜落事件は、こ

れまで 250 件以上にのぼり、1959 年の沖縄県宮

森小学校（死者 17 人）での米軍機墜落事件、

1977 年の横浜市青葉区（死者３人）など、多く

の痛ましい事件が起こっています。2004 年の沖

縄国際大学にＣＨ-53 ヘリコプター墜落事故は

記憶に新しいですが、1973 年以降、ヘリコプタ

ーの墜落事故は北部演習場を中心に 20 回を超

えています。オスプレイが墜落しないと誰が断

言できるでしょうか。 

 
 米国政府および米軍は、ニューメキシコ州や

ハワイ州の米軍基地におけるオスプレイの飛

行訓練を地元住民の反対によって中止してい

ます。日本において多くの反対があるにもかか

わらず低空飛行訓練や夜間飛行訓練を実施す

る米国政府・米軍の姿勢は、断じて許すことは

できません。また、そのことに異議を唱えず容

認する日本政府の姿勢も同様です。 

 平和フォーラムは、在日米軍の存在が、そし

てオスプレイが、日本の安全保障に資するとす

る日本政府の主張に断じて異議を唱えるもの

です。沖縄を中心に日本の市民生活を不安に陥

れるオスプレイは、米国の東アジア政策を補完

するものであり、決して日本の安全保障に資す

るものではありません。強力な軍事力をもって

しても自国の安全を保障できないことは、2001

年９月 11 日の米国での同時多発テロにおいて

証明されています。私たちは、日本国憲法前文

に示された平和主義を基本に、東アジア諸国と

の真摯な対話の中で自らの安全を守ろうとす

るものです。 

 
 平和フォーラムは、組織の全力を挙げて、市

民生活を不安に陥れるオスプレイの配備、低空

飛行訓練、夜間飛行訓練に反対し、日本社会で

生活する全ての市民とともに、オスプレイの全

国展開に「ＮＯ！」の声をあげ続けることを表

明します。 

 

５．１５沖縄平和行進 

本年の沖縄平和行進は、下記のとおり開催され

ます。 
５月 16 日（木） 全国参加者結団式／那覇市民会

館 

５月 17 日（金） 平和行進１日目 

５月 18 日（土） 平和行進２日目 

５月 19 日（日） 平和行進３日目および県民大会

 
東京平和運動センターとしては、例年のとおり、 

5 月 18 日出発 沖縄基地・辺野古など視察・激励 

5 月 19 日   平和行進・県民集会参加 

5 月 20 日   自由行動・帰途 
 の予定でツアーを予定しています。 

 

 
 

平和フォーラム出版案内 

 『詳細解説 オスプレイの沖縄配備と全国で

の低空飛行訓練』 

 サイズ  Ａ５判・４０頁 
 頒価   １冊１００円 ＋送料（実費） 
 【内容】 
Ｑ１ オスプレイとは何ですか？ 

Ｑ２ 日本にはどのような関係がありますか？ 
Ｑ３ オスプレイは危険な飛行機なのですか？ 

Ｑ４ オスプレイの事故率は海兵隊平均より低い 
   のではないですか？ 

Ｑ10 沖縄以外の地域では、どのような訓練が行 
  われるのですか？ 

Ｑ11 低空飛行訓練とは何ですか？ 
Ｑ12 低空飛行訓練にはどのような問題があり 

ますか？ 

 ……など１４項目でオスプレイと低空飛行

問題を解説しています。 
 
 注文・問い合せは 
平和フォーラム 

ＦＡＸ ０３－５２８９－８２２３ 
電話  ０３－５２８９－８２２２ 
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活動日誌 

02.20  狭山事件の再審を求める東京集会 

      （18：30～台東区民会館） 

02.28 平和フォーラム全国活動者会議 

(静岡市) 

02.28  被災 59周年ビキニデー全国集会(静岡市) 

03.01 久保山愛吉さん墓参(焼津市) 

03.02 東京大空襲 68 周年朝鮮人犠牲者追悼会

(13:00～東京都慰霊堂) 

03.03 マーチ・イン・マーチ 2013 

(日比谷小音楽堂) 

03.09 つながろうフクシマ！さようなら原発大

集会 (11:00～フェスタ、14:00～集会、

明治公園) 

03.11 つながろうフクシマ！さようなら原発 

講演会(18:30～品川きゅりあん) 

 

 

今後の日程 

03.23 さようなら原発 1000 万人アクション

福島集会(福島市・県営あづま総合体

育館) 

03.28 拙速な TPP 交渉参加に反対し、食料・

農林業政策を求める生産者・消費者行

動(13:30～東京・参議員会館) 

03.30 第6回強制動員真相究明全国研究集会

(13:00～東京・東大駒場) 

03.31 朝鮮学校はずしに NO!全国集会&パレ

ード(13:00～東京・日比谷野音) 

04.03 第 1 回憲法問題連続学習集会 

(18:30～連合会館) 5 月 22 日第 2 回 

04.03 狭山東京実行委員会幹事会 

    （14：00 東交会議室） 

04.03 東京平和運動センター常任幹事会 

    （15：00 東交会議室）  

04.03 玉城・沖縄県議を囲む会 

（16：00 東交会議室） 

04.06 第 28 回「4.9 反核燃の日全国集会」 

「全国交流集会」(青森) 

04.13～14 オスプレイ配備撤回・米軍基地問

題を考える全国集会(東京・津田ホー

ル・日本青年館)  

04.24 狭山事件の再審を求める台東集会 

    （18：30～台東区民会館 8階） 

04.24 狭山事件の再審を求める東京西北集会 

    （18：30～中野区・野方区民ホール） 

04.24 第 88 回原水禁全国委員会 

(13:00～東京・日本教育会館) 

04.24 第 15 回平和フォーラム総会 

(15:00～東京・日本教育会館) 

04.27 第 84 回中央メーデー(東京・代々木公

園) 

05.03 施行 66 周年憲法記念日集会 

(13:30～東京・日本教育会館) 

05.16～19 復帰 41 年 5.15 沖縄平和行進 

(19 日県民大会) 

 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


